
サーモテックとは 

• 野草(生薬)から抽出した耐暑性エキスです。 
• 農作物10品目に対し灌注・葉面散布を施し、室温

max30-43℃/日で経過させた時の耐暑性発現効果（生
育促進、収量・品質アップ等）が確認された。 

• 施用量は所定濃度のエキスを㎡当たり0.5L(1.0ppm)
灌注・散布する。 

• 当エキスは薬事法（医薬品）、農薬取締法、食品衛生
法（食品）、毒・劇物法（保健衛生品）のいずれにも抵触
するものではありません（農林水産省確認済）。 

 富士見工業(株)有機資源開発研究所  



サーモテックの灌注・葉面散布 

１.平成24年  
水稲に対する高温･乾燥ストレス耐性発現効果確認試験 

                

 

(１)．基礎試験 
研究所温室内特設ビニールハウス試験 

 設定温度：max30-43℃/日 

灌注・散布量：㎡当たり0.5L(1.0ppm) 

 
  



耕種概要 
    作目       品種  規模・    

 ﾌﾟﾗﾝﾀ 

  施肥量     

   N-P-K(化成) 

堆
肥  

 t 

石灰質
資材 

定植 処理区：灌注・葉面散布
処理日(回数、時期) 

 試験  

 終了 

トマト 桃太郎    25L 元8-12-8    追3-4.5-3    2 ウ150 4/27 5/11,5/25,6/27   7/6 

キュウリ 北進    〃 元3-4.5-3   追〃10回    2 ウ150 5/11 5/22,6/6,6/11, 6/27   7/4 

バレイショ 男爵    〃    1 卵200 2/16 5/14 5/30 

キャベツ 金春   18L 元16-24-6   追8-12-8 

 (2回) 

   3 ウ150 4/27 5/11,5/25,6/27   7/6 

 

ﾘｰﾌﾚﾀｽ ﾚｯﾄﾞﾌｧｲﾔｰ    〃 元20-30-20    2 ウ150 4/27 5/11,5/25,6/27   7/4 

ｽｨｰﾄｺｰﾝ ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭ    〃 元26-39-26    2 ウ150 4/27 5/11,5/25,6/27   7/4 

エダマメ ふさみどり    〃 元4-6-4 追6-9-6  0.5 ウ150 4/27 5/11,5/25,6/27   7/4 

水稲 あいちのかおり 1/2000 元3-1-2    0 ウ60 5/16 5/22,6/27,8/7  9/28 

コマツナ わかみ    4L 元6-9-6    1 卵200 7/6

播種 

①7/6②7/15③7/15-7/23

④7/23 

 8/31 

ﾎｳﾚﾝｿｳ おかめ    6L 元6-9-6    1 卵200 7/6

播種 

①7/6②7/15③7/15-7/23

④7/23 

 8/31 

(Kg,t/10a) 

注）石灰質資材：ウはｽｰﾊﾟｰｶﾙｼｳﾑｳﾙﾄﾗ、卵は卵殻ｴｰｽ、ﾊﾞﾚｲｼｮ定植は伏せ込み、供試土壌：淡色黒ボク土       
灌水管理:表面乾燥時 



ｻｰﾓﾃｯｸ処理による収量増の可能性 
基礎試験結果 
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規模 処理  全重  藁重   籾重 屑籾重 玄米重 精玄米重  設定条件 

1/2000a 〃    97   107    106      94    105     105 二重被覆内 

注）処理は田植え時＋幼穗形成期、数値は無処理=100のときの指数 



葉枯れの原因は高温・乾燥による石灰欠乏！ 
苦土、カリの過剰吸収も影響 
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健全葉  ４７．１  

（１００） 
 ５．８１ 
（１００） 

 １．２４ 
（１００） 

 ４．１７ 
（１００） 

 ０．４８ 
（１００） 

 ３．３５ 
（１００） 

 ２．３７ 
（１００） 

 ０．７１ 

（１００） 

葉枯れ  ４６．１  

（ ９８） 
 ４．２３ 
（ ７３） 

 １．４１ 
（１１４） 

 ４．４０ 
（１０６） 

 ０．５８ 
（１２１） 

 ２．１４ 
（ ６４） 

 １．６１ 
（ ６８） 

 ０．７５
（１０６） 

試験区の葉枯れ株率 

 設定時処理区では場所の影
響から9倍近く発生が多かった
が、処理により1．2倍程度に発

生が低下した。散布により石灰
の吸収が高まったことが推察さ
れる。 

（乾物％） 



           まとめ1  野菜等 
 
 
・ サーモテック0.5Ｌ/㎡(1ppm程度)を灌注・ 散
布することにより高温耐性、乾燥ストレスが増
強され、萎れない、徒長防止、生理障害発生回
避、適温でも生育が安定すること等から平常時
と変わらない生産が確保されるばかりではなく、
収量増及び品質アップがもたらされることがほ
ぼ確認された。 

 



           まとめ2  水稲 
 
・ サーモテック0.5Ｌ/㎡(1ppm程度)を灌注・ 散
布することにより高温耐性、乾燥ストレスが増
強され、穂数・ 1穂籾数の増、登熟向上等によ
り白未熟粒・胴割れ米発生が減少すると共に、
適温でも生育が改善されること等から平常時
以上の収量が確保されるばかりではなく、食味
値向上がもたらされることがほぼ確認された。 

 



まとめ3  適正濃度 

 各種子を培土セルピートに播種・育苗（概ね40日間）し、 

4.5号鉢に仮植（定植）した。仮植時に‘サーモテック’の1 

～50ppm液を地上部・地下部（ｾﾙﾋﾟｰﾄ）に散布･潅注した 

結果は以下の通りである。 

 

• いずれも散布・潅注により地上部の生育及び根群発達 

が良好・顕著となることが確認され、50ppmでも濃度障害 

の発生は認められない。 

  



             

 

4．効果発現に関する機作 

(Ｈ24～27成果から推察) 

 

 

 
1.ＡＢＡ(ｱﾌﾞｼﾞｼﾝ酸)への関与(気孔開閉)：なし 

2.HSP(熱ｼｮｯｸ蛋白)の発現の関与大 



自己回復ﾀﾝﾊﾟｸ（HSP）働きとｻｰﾓﾃｯｸ 
HSP発現を誘導し正常なタンパク質を崩壊から護る！ 

無 処 理 

サーモテック処理：ＨＳＰ発現
強力誘導、６時間後に遺伝
子１００倍！（原） 

崩壊(機能喪失) 

修 復 再生(ストレス耐性強化！) 

正常化(崩壊抑制・変性防止) 

  正 常 

タンパク質は正常な立体構
造をとることで機能する。 

高温・乾燥等 
ストレスで   
ダメージを   
受けると・・・ 

分 解  

（富士見工業(株)金田推察） 

HSPｂ(折りたたみ) 

HSPａ 

 

       

熱ショック蛋白質 

を強力に誘導 

熱ショック蛋白質が 

ストレスによる蛋白質の変性、 

酵素の失活を防止 

植物は 

ストレスに強くなる！(原) 

HSPｃ 

 

       

HSPｄ 



‘ｻｰﾓﾃｯｸ’潅注・散布効果                             
萎れ・徒長・生理障害等高温障害回避 

         

   
     高温     
    障害 

                                 
       

 
 水分不足 

 
 適正環境 

 
 水分過多 

 

  

 
    低温障害 

 
   

気温 

高温 

低温 

加湿･過多 不足 
水分 
窒素  

永久しおれ点：16気圧、水深160m、pF4.2  

初期しおれ点：5気圧、水深50m、pF3.7        

>40℃ 

 

猛暑日 

真夏日 

３0℃ 
夏日 

高温乾燥枯死        
生理障害        

萎れ 

生育遅延   
低温乾燥枯死 

生育遅延   
低温多湿枯死 

高温多湿枯死  
生理障害   

徒長 

毛管連絡切断点：1気圧、水深10m、pF3       



出展：佐藤達雄（茨城大農） 

農薬散布回数低減化可能性大 



26.2.27 記者発表・ 28 各紙報道 
3月から販売開始 

静岡新聞 中日新聞 



第３回国際農業資材ＥＸＰＯ幕張メッセ 出展社ＰＲセミナーで 講演 

サーモテックの高温･乾燥耐性付与効果と商品化に
向けての取り組み（特許出願中） 

開催：10月9日～11日 



サーモテックの安全性 

• 日本、中国では民間療法として当野草‘エキス’を直
接塗布(皮膚病等)、またアルコールに溶かし使われ
てきた(関節リュウマチ等)。 

• 病害虫駆除にも使われてきた。 

• 最近、中国において肥育用として家畜飼料に添加し
成果を上げている。 

• ラット急性毒性は経口投与でＬＤ50=1,200～
1,700mg/kgであり、60kgの人が72g摂取するには
1ppm散布液72,000L飲用することになる。 

• 変異原性Amesテストは陰性である。 



サーモテックの品質保証 

環境影響 なし 

健康影響 なし 

農作物被害 なし 
  

サーモテック灌注・散布 高温・乾燥ストレス耐性強化  

 ・‘しおれ’回避 

 ・生理障害回避 
  (石灰欠、カリ欠、りん酸欠)  

 

 農作物生産安定・    
    品質向上     

農林水産省確認済：非植物調節剤(非農薬) 



サーモテックの使用・管理上の注意点 

• 原液は野草‘エキス’の10倍の濃度です。 
    野草‘エキス’は最大100ppm、原液1,000ppm 

    (N-P-K=0.23-0.004-0.04、ｐH：4.97、EC：4.23) 

 

①原液を口に入れない。飲まないこと。(堆肥に
も口に入れないで下さいとの記載がある) 

②原液を体にかけ流さないで下さい。 

③原液は日陰で幼児の手の届かない場所に保
管して下さい。 


	サーモテック５.pdf



